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※
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

れ
な
い
の
に
、

献
身
的
に
罹
患
者
の

？
。

と
の
心
配
の
声
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
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世
話
を
す
る
姿
に
観
音
様
を
見
た
の

で
す
。

ま
さ
に
「

苦
」

の
中
の
救
い

禅 の 心
安　住　寺　だ　よ　り

　
二
座
に
分
け
て
執
り
行
い
ま
す
。

　
四
月
二
十
五
日
十
時
と
午
後
二
時
の

合
い
、

病
人
の
治
療
に
従
事
さ
れ
て
い

そ
の
よ
う
な
中
、

懸
命
に
命
と
向
き

春
季
無
縁
供
養

護
師
さ
ん
は
観
音
様
の
よ
う
に
見
え

ま
し
た
」

と
。

自
分
も
罹
る
か
も
知

っ

て
い
る
の
を
見
る
と
、

随
分
と
復
興

れ
て
い
る
の
で
、

観
光
・
飲
食
・
イ
ベ
ン

　
一
方
、

国
内
で
は
人
の
移
動
が
制
限
さ

日
で
し
ょ

う
。

い
日
々
を
務
め
て
い
ま
す
。
「

苦
」

の
毎

ま
す
が
、

説
教
会
は
中
止
致
し
ま
す

務
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ

に
罹
り
入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
の
、

退
院
後
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「

先
生
に
助
け
て
頂
き
ま
し
た
。

看

「

今
日
は
何
人
？
」

日
々
、

新
型
コ
ロ
ナ

「

苦
」

の
中
を
生
き
る

更
に
感
染
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
心

陽
気
に
誘
わ
れ
て
多
く
の
人
が
出
歩
け
ば

の
ま
収
束
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

春
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

始
ま
り
ま
し
た
が
こ

ら
、

日
本
中
が
右
往
左
往
し
て
い
ま
す
。

で
は
「

や
っ

て
い
け
な
い
」

と
倒
産
、

業
務
が
ま
ま
な
ら
ず
、

僅
か
な
協
力
金

ト
関
係
な
ど
、

多
く
の
業
種
で
日
常
の

安
住
寺
の
聖
観
音
像
　

中
尾
の
桃
と
菜
の
花

下は復興さ

れた魚市場

る
方
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
を

人
の
繋
が
り
が
無
く
な
っ

た
と
聞
き
ま

　
今
年
の
三
月
十
一
日
は
、

東
日
本

で
も
逞
し
く
、

支
え
合
っ

て
い
き
て
い

付近。

H23.8.30撮

廃
業
の
危
機
だ
と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま

る
の
も
人
間
で
す
。

労
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
。

多
く
の

す
。

加
え
て
新
た
な
借
金
が
増
え
、

苦

し
ょ

う
。

その周辺

（中央）と

R2.10.15撮

な
り
ま
し
た
。

多
く
の
関
係
者
が
悩
ま
し

す
。預

か
る
施
設
の
職
員
も
、

過
酷
な
勤

上は津波で

被災した気

仙沼魚市場

で
す
。

卒
塔
婆
供
養
と
施
餓
鬼
法
要
は
行
い

　
参
拝
自
由
で
す
。

午
後
一
時
よ
り
　

合
掌
会
総
会

・
・
・
・
・
・
（

予
定
で
す
）

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
地
の
か

津
波
の
被
災
地
は
、

懸
命
の
復
興
事
業

大
震
災
か
ら
丸
十
年
で
し
た
。

地
震
と

こ
の
世
に
生
ま
れ
た
宿
命
で
す
。

そ
れ

に
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

辛
い
こ
と
で
す
が
、

人
は
皆
、

苦
の
中

被
災
者
の
声
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た

く
の
人
が
亡
く
な
り
、

以
前
の
よ
う
な

し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、

多

街
に
建
物
が
建
ち
、

車
の
往
来
が
戻

ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
人
数
を
気
に
し
な
が

配
で
す
。

ま
せ
ん
。

今
の
状
況
で
開
催
で
き
る
の
か

さ
上
げ
、

道
路
の
付
け
替
え
等
が
進
み

東
京
都
と
近
県
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
減
り

し
た
。

聖
火
リ
レ
ー

は
始
ま
り
ま
し
た
が

　
オ
リ
パ
ラ
開
催
ま
で
四
か
月
を
切
り
ま

に
津
波
が
来
た
の
か
、

と
錯
覚
す
る
で

の
町
や
風
景
を
知
ら
な
い
人
は
、

ど
こ

見
違
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
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【
春
を
迎
え
て
】 

境
内
の
桜
も
、
お
寺
の
桜
園
の
木
々

も
満
開
と
な
り
、
花
の
好
時
節
と
な
り

ま
し
た
。 

花
々
の
中
で
特
に
香
り
の
良
い
樹
木

に
「
三
大
香
木
」
が
あ
り
ま
す
。
秋
の

金
木
犀
。
夏
の
梔
子
。
そ
し
て
春
は
沈

丁
花
で
す
。 

沈
丁
花
の
花
の
言
わ
れ
は
、
香
り
が

沈
香
の
香
り
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。 

春
は
入
学
入
社
の
時
期
で
、
夢
や
志

を
も
っ
て
新
た
な
道
に
進
む
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。 

 

 

修
行
道
場
で
も
掛
搭(

か
と
う)

と
呼

ば
れ
る
入
門
の
時
期
で
す
。
入
門
が
許

さ
れ
る
ま
で
に
は
、
道
場
大
玄
関
の
敷

居
に
一
日
中
ひ
れ
伏
す
庭
詰(

に
わ
づ

め)

を
二
日
間
、
そ
の
後
、
狭
い
部
屋
に

案
内
さ
れ
、
一
人
坐
禅
三
昧
の
旦
過
詰

(

た
ん
が
づ
め)

を
四
日
、
一
週
間
近
く

修
行
へ
の
志
を
問
わ
れ
る
期
間
を
経

て
、
漸
く
入
門
が
許
さ
れ
ま
す
。 

 

二
十
数
年
前
、
私
が
掛
搭
を
願
い
旦

過
詰
を
し
た
部
屋
の
外
に
、
沈
丁
花
が

植
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
花

満
開
で
部
屋
中
に
香
り
が
漂
っ
て
い
ま

し
た
。
今
で
も
沈
丁
花
の
香
り
を
か
ぐ

と
、
あ
の
時
の
初
心
そ
し
て
緊
張
感
を

思
い
出
し
ま
す
。 

さ
て
、
三
月
十
一
日
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
十
年
を
迎
え
、
追
悼
の
テ
レ
ビ

番
組
が
数
多
く
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
「
釜
石
の
奇
跡
・
大
川
小

学
校
の
悲
劇
」
が
改
め
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
死
者
八
百
八

十
八
人
、
行
方
不
明
者
百
五
十
二
人
の

大
き
な
犠
牲
の
中
、
市
内
の
小
中
学
生

三
千
人
ほ
と
ん
ど
が
無
事
に
避
難
し
助

か
り
。
釜
石
の
奇
跡
と
言
わ
れ
た
。 

そ
の
一
方
、
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川

小
学
校
で
は
、
児
童
七
十
四
人
職
員
十

人
の
八
十
四
人
が
避
難
し
き
れ
ず
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
ひ
と
月
も
す
れ

ば
新
た
な
学
年
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

子
供
達
で
す
。 

番
組
で
は
、
当
時
中
学
生
で
釜
石
の

奇
跡
で
助
か
っ
た
、
震
災
語
り
部
の
菊

池
さ
ん
と
、
大
川
小
学
校
の
悲
劇
で
娘

さ
ん
を
亡
く
し
た
父
親
で
、
語
り
部
の

佐
藤
さ
ん
の
、生
き
延
び
た
苦
し
み
と
、

失
っ
た
悲
し
み
が
描
か
れ
ま
し
た
。
お

二
人
は
苦
し
み
悲
し
み
の
中
、
震
災
後

に
語
り
部
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
十
年

後
の
今
日
も
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
に
改
め
て

感
慨
を
得
ま
し
た
。 

昨
年
来
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
感
染
状
況
は
ま
だ
ま
だ

一
進
一
退
で
心
配
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
始
ま
り
、
昨
春
入
学
式
が
行
え

な
か
っ
た
学
生
の
為
、
今
春
改
め
て
入

学
式
を
開
催
す
る
大
学
が
あ
る
な
ど
、

春
の
温
か
さ
と
共
に
、
少
し
ず
つ
明
る

い
話
題
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
寺
の
行
事
に
つ
い
て
も
、
感
染

が
収
束
に
向
か
う
前
提
で
準
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
だ
検
討
段
階
の
内
容
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
順
次
寺
報
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

☆
新
総
代
様
ご
紹
介
☆  

【
秘
仏
観
音
御
開
帳
法
要
】 

秘
仏
観
音
御
開
帳
事
業
と
し
て
、
境

内
整
備
や
諸
堂
の
修
繕
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

予
定
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。 

御
開
帳
法
要
の
日
程
が
左
記
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〇
十
月
二
十
四
日
（
日
） 

秘
仏
開
扉
法
要
（
稚
児
行
列
） 

 
 

 

〇
十
一
月
二
十
三
日
（
火
・
祝
日
） 

秘
仏
閉
扉
法
要
（
合
掌
会
バ
ザ
ー
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
期
間
中
行
事 

・
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
） 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

 

法
話
会 

【
三
先
師
合
同
法
要
】 

〇
十
一
月
九
日
・（
火
） 

・
第
十
五
世
玄
海
和
尚
五
十
回
忌 

・
第
四
世
月
叟
和
尚
三
百
年
忌 

・
中
興
開
山
三
室
和
尚
三
百
五
十
回
忌 

萬
寿
寺
・
閒
関
窟
・
佐
々
木
道
一
老
大
師
を
ご

導
師
に
迎
え
執
り
行
う
予
定
で
す
。 

平成 23年、晋山式での可愛いお稚児さん。 

今ではすっかりお姉さんになったことでしょう。 
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 ◇
大
分
市
高
松
・福
寿
寺
閑
栖 

義
岳
貢
道
和
尚
様
を
偲
ん
で 

大
分
県
南
禅
寺
派
第
二
十
四
部
の
大

分
市
高
松
・
福
寿
寺
閑
栖
、
義
岳
貢
道
和

尚
様
が
去
る
二
月
三
日
に
八
十
歳
で
遷

化
さ
れ
、
三
月
二
十
二
日
に
津
送
（
本
葬

儀
）
並
び
に
新
忌
斎
（
四
十
九
日
法
要
）

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

温
厚
穏
や
か
な
和
尚
様
の
姿
か
ら

色
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
葬
儀
に
お
手

伝
い
頂
く
役
僧
の
和
尚
様
が
都
合
つ
か

ず
、
遠
方
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
福
寿
寺

の
新
命
和
尚
様
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
当
日
の
葬
儀
に
お
見
え
に

な
っ
た
の
は
閑
栖
和
尚
様
の
方
で
し
た
。 

 
 

 

聞
け
ば
新
命
和
尚
様
は
所
用
で
留
守

の
為
、
代
わ
り
に
お
見
え
頂
い
た
と
の
こ

と
。
お
車
を
運
転
さ
れ
な
い
和
尚
様
は
、

電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
大
変
ご
苦
労

を
な
さ
り
な
が
ら
お
見
え
頂
い
た
の
で

す
。
新
命
和
尚
さ
ん
の
留
守
を
知
ら
ず
、

ご
迷
惑
お
掛
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し

ま
し
た
ら
「
い
え
い
え
、
お
気
に
な
さ
ら

ず
」
と
穏
や
か
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
あ
る
時
、
会
合
で
ご
挨
拶
に
立
た

れ
た
和
尚
様
が
、「
私
は
取
り
柄
の
な
い

和
尚
で
あ
り
ま
す
が
、
不
自
讃
毀
他
戒

（
ふ
じ
さ
ん
き
た
か
い
）
こ
れ
だ
け
は
守

り
修
行
し
て
ま
い
っ
た
」
と
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。 

不
自
讃
毀
他
戒
と
は
、
讃
は
褒
め
る
、

毀
は
そ
し
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
自

分
の
こ
と
を
誇
ら
ず
他
人
を
け
な
さ
な

い
、
そ
う
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。 

人
の
口
に
戸
は
立
て
ら
れ
ぬ
と
言
い

ま
す
が
、
つ
い
つ
い
他
人
の
悪
口
や
噂
話

を
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
自
画

自
賛
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

自
慢
話
を
し
た
り
、
手
柄
話
を
し
た
く
な

る
も
の
で
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
に
醜
さ

が
際
立
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
す
。
自

慢
し
て
、
他
人
を
け
な
す
と
い
う
狭
い
了

見
で
な
く
、
お
お
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

言
葉
同
様
に
貢
道
和
尚
様
は
常
に
穏

や
か
で
寛
容
で
あ
り
ま
し
た
。
不
自
讃
毀

他
戒
を
姿
で
示
さ
れ
た
和
尚
様
で
し
た
。 

法
句
経
に 

「
花
の
香
り
は
、
風
に
さ
か
ら
い
て
薫

ぜ
ず
、
さ
れ
ど
、
善
き
人
の
香
り
は
風
に

さ
か
ら
い
て
薫
ず
、
正
し
き
人
の
香
り
は

四
方
に
薫
る
」 

と
あ
り
ま
す
。 

 

世
の
中
に
は
、
そ
の
人
が
そ
ば
に
い
る

だ
け
で
周
囲
が
な
ご
み
、
明
る
く
な
る
よ

う
な
雰
囲
気
を
持
つ
人
が
い
ま
す
。 

本
当
に
徳
の
あ
る
人
は
、
語
ら
ず
と
も

そ
の
人
の
品
位
は
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。 

貢
道
和
尚
様
の
生
前
を
偲
び
、
記
事
に

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
私
の
生

き
方
の
実
践
に
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

だ
る
ま
お
み
く
じ 

臨
済
宗
は
達
磨
宗
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
程
、
達

磨
絵
付
け
で
活
動
す
る
市
内
「∞

は
ち
」
の
真
砂
さ
ん

の
、
だ
る
ま
お
み
く
じ
を
観
音
堂
に
置
き
ま
し
た
。 

観
音
さ
ま
に
願
掛
け
し
、
お
み
く
じ
を
引
い
て
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。
達
磨
の
目
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

願
を
掛
け
て
片
目
、
願
い
が
叶
っ
た
ら
も
う
片
目
に
墨

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

《
日
々
是
好
日
》 

〇
一
月
十
七
日
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
年

始
会
を
兼
ね
て
、
総
代
様
、
地
区
世
話
人

様
を
ご
案
内
し
、
大
般
若
祈
祷
会
法
要
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
八
坂
・
千
光
寺
和
尚

様
と
小
僧
三
人
も
加
わ
り
、
コ
ロ
ナ
終
息

と
日
々
の
安
寧
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
〇

二
月
五
日
、
市
内
千
光
寺
様
の
大
般
若
法

要
に
お
参
り
。
〇
二
月
六
日
、
福
寿
寺
閑

栖
和
尚
様
密
葬
〇
二
月
二
十
六
日
、
役

員
総
代
会
。
来
年
度
予
算
案
並
び
に
行
事

予
定
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
ご
協
議
い
た
だ

き
ま
し
た
。
〇
三
月
七
日
、
三
年
目
と
な

る
杵
築
市
人
形
供
養
祭
の
法
要
を
お
勤
め

し
ま
し
た
。
本
年
は
五
十
二
件
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
昨
今
は
断
捨
離

ブ
ー
ム
で
人
形
以
外
の
も
の
で
も
、
思
い
出

の
品
な
ど
供
養
を
頼
ま
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
〇
三
月
九
日
、
南

禅
寺
派
部
内
会
。
来
年
度
予
定
な
ど
確

認
。
ど
の
お
寺
様
も
コ
ロ
ナ
禍
の
行
事
に
思

案
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
〇
三
月
二
十

日
、
彼
岸
会
法
要
〇
三
月
二
十
二
日
、
福

寿
寺
閑
栖
和
尚
様
、
津
送
・新
忌
斎
法
要

〇
三
月
三
十
日
、
木
付
講
。
開
基
木
付
親

重
公
の
祥
月
命
日
の
ご
法
要
。
〇
四
月
五

日
、
合
掌
会
の
役
員
会
の
予
定
。
〇
四
月

八
日
、
降
誕
会
法
要「
花
ま
つ
り
」今
年
も

花
御
堂
を
飾
り
、
本
堂
前
で
甘
茶
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
。
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 

住
職
合
掌 
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§

§

§
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・ ・ 一 ・ ・ ・ ・ ・

時

21 ・

日

21

日
。

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

か
を
伝
え
ま
し
ょ

う
。

多
数
の
ご
参
加

が
何
を
考
え
、

ど
の
様
に
生
き
て
い
る

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ

次
は
、

二
〇
四
五
年
に
開
封
す
る
こ

今
号
を
も
っ

て

編
集
を
終
わ
る
こ

閑
栖
は
、

寺
報
の

し
た
の
で
区
切
り
と
致
し
ま
す
。

で
分
担
、

新
住
職
も
十
年
に
な
り
ま

ま
し
た
。

平
成
一
九
年
夏
よ
り
二
人

寺
行
事
の
お
知
ら
せ
を
目
的
に
始
め

と
と
し
ま
す
。

昭
和
五
二
年
夏
よ
り

世

話

人
会

（
決

算

報

告

）

3月２７日、例年より早く満開になりました。

　
現
在
の
身
の
周
り
の
状
況
や
　
最
近

の
出
来
事
、

自
分
が
感
じ
て
い
る
こ
と

物
の
本
質
を
あ
り
の
ま
ま
に
照
ら

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

鏡
は
、

分
の
名
前
と
日
付
を
記
入
し
て
下
さ
い

四

月

十

七

日

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

五
月
二
十
八
日

四
月
二
十
五
日

卒
塔
婆
供
養
・
施
餓
鬼

ま
す
。

観
音
様
の
前
で
は
、

素
直

担
当
・
閑
栖

あ
る
時
、

殿
様
と
当
寺
第
二
世
雪

水
に
よ
り
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、

秘
仏
閻
浮
檀
金
観
音

体
を
木
付
に
迎
え
る
に
当
り
、

神

地
に
戻
し
観
音
寺
を
再
興
し
た
と

ま
た
洪
水
に
よ
り
流
さ
れ
、

今
度

当
寺
の
観
音
堂
は
、

昭
和
四
十
年

松
平
英
親
公
が
城
内
の
三
島
山
に

毀
釈
に
よ
り
廃
寺
と
な
り
、

本
寺

ら
せ
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回

独
秀
流
御
詠
歌
は
休
会
中
で
す

五
月

五
月
二
十
八
日

子
供
や
孫
達
に
、

或
い
は
広
く
世
間
に

伝
え
た
い
事
等
を
記
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

写
真
や
印
刷
物
等
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

角
形
Ａ
４
号
か
長
形
３
号
の
封
筒

坐

禅

会

文政5年（1822）2月吉日

玉屋利賀様の奉納

　
当
寺
に
は
、

裏
面
に
「

安
住
寺

定
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
騒
動
で
お
知

た
。

追
加
の
収
蔵
品
を
募
集
す
る
予

に
入
れ
、

表
に
宛
名
を
、

裏
面
に
ご
自

更
に
期
間
を
延
長
し
て
本
年
中
に
受

基
本
・
第
二

、
四
土
曜
日

四
月
二
十
四
日

早

朝

坐

禅

会

＝

合
掌
会
総
会

四
月
よ
り
朝
六
時
か
ら

写

経

の

会

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
収
納
品

　
慶
長
元
年
（

一
五
九
六
）

杉
原

◇
行
事
予
定
◇

早

朝

坐

禅

会

降
誕
会

（
花
祭
り

）

四

月

八

日

も
の
で
す
。

柏
島
に
大
安
寺
を
建

の
本
開
帳
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

四

月

十

日

て
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

何
度
も
洪

秘
仏
は
、

岩
清
水
八
幡
よ
り
御
神

・

観

音

講

四
月
二
十
一
日

写

経

写

仏

の

会

午
前
中

人
に
中
身
の
確
認
を
し
て
頂
き
ま
し

観
音
寺
は
、

明
治
時
代
の
廃
仏

六
月

総

代

会

（
決

算

）

四
月
二
十
五
日

十
四
年
に
お
堂
が
再
建
さ
れ
た
後

は
八
坂
川
の
中
か
ら
近
く
の
住
人

縁
起
書
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、

輿
を
守
護
す
る
た
め
に
授
か
っ

た

像
（

え
ん

ぶ

だ

ご

ん
）

の
三
十
三
年
毎

殿
が
遊
漁
中
に
偶
々
発
見
し
、

旧

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
、

一
部
の

　
昨
年
の
春
、

二
十
五
年
ぶ
り
に
タ

追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

開
帳
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す

が
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、

た
。

そ
れ
か
ら
三
十
三
年
毎
に
御

し
て
い
ま
す
。

玄
海
和
尚
の
代
か

は
、

堂
内
に
秘
仏
と
し
て
お
祀
り

ら
し
出
す
象
徴
と
し
て
置
い
て
い

像
は
、

秘
仏
で
あ
る
た
め
に
お
姿

た
鏡
が
二
面
現
存
し
ま
す
。

観
音

南
無
観
世
音
菩
薩
」

と
刻
字
さ
れ

夢
を
見
て
旧
地
に
も
ど
さ
れ
ま
し

渓
和
尚
が
「

観
音
様
は
広
く
大
衆

観
音
堂
を
建
て
、

祀
り
ま
し
た
。

を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

の
信
仰
を
受
け
る
べ
き
」

と
同
じ

け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

の
安
住
寺
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

い
た
の
で
無
事
で
し
た
。

昭
和
五

音
様
は
全
て
を
お
見
通
し
で
す
。

思
想
か
ら
仏
教
に
も
鏡
が
法
具
と

と
か
ら
お
像
前
に
置
く
こ
と
に
し

そ
こ
で
、

立
派
な
鏡
台
も
あ
る
こ

秘
仏
観
音
と
鏡

閑
栖
記

り
、

秘
仏
は
本
堂
に
安
置
さ
れ
て

立
派
な
聖
観
音
像
が
祀
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。

焼
け
た
観
音
堂
に
は

に
焼
失
し
ま
し
た
が
、

秘
仏
は
残

の
年
に
当
た
る
と
い
う
事
で
す
。

ら
数
え
て
、

本
年
が
丁
度
本
開
帳

ま
し
た
。

古
来
よ
り
、

神
仏
習
合

な
心
で
手
を
合
せ
て
下
さ
い
。

観


